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平成 29 年１月 15 日 総務常任委員会 議会報告会／シティ・ミーティング概要 

 

【議会報告会】 

○国道１号の拡幅に伴う補助金の返還が予算計上されているが、この拡幅により自転車レ

ーンは整備されるのか。 

⇒議員 委員会審査においては、具体的な工事内容まで議論はしていない。なお、自転車

レーンを含む道路整備関係は、都市整備部が所管している。 

 

○大雨や台風等が発生した際には、危機管理室から地域に対し、どのような情報提供が行

われるのか。適切な判断および指示を求めたい。 

⇒議員 雨量や水位などの情報を提供するだけでなく、それぞれの地域特性に応じたタイ

ムラインの策定が必要と考える。タイムラインの策定作業は、地域と危機管理室が

協力して進める必要がある。 

⇒議員 想定にとらわれずに、避難行動をとることが求められる。雨量等のデータだけで

なく、地区防災隊や消防団の判断が重要になってくると考える。 

 

【シティ・ミーティング】 

○新潟県糸魚川市では、住宅密集地で大規模火災が発生したが、別名は新規分譲も行われ、 

住宅が多く建っている。火災発生時に消火栓が足りないのではないかと心配している。 

⇒議員 糸魚川市大規模火災を機に県内の木造密集地対策が進むことが予想される。また、

新市長はＪＲ四日市駅前の活性化を重点施策の一つに掲げており、その中で木造密

集地対策にも取り組むものと考える。実情について各地域から声を上げてほしい。 

 

○ＪＲ四日市駅周辺では、建物の所有者が不明であるため、行政代執行で解体しても費用 

は市の負担となってしまう。土地所有者に解体費用を請求できるようにできないか。 

⇒議員 権利関係などの課題も踏まえた上で対策に取り組むものと考える。災害を未然に

防ぐため早急な対策が必要と考える。 

 

○片側のみに歩道を設置する場合には、南側に設置すると雪が解けないため、北側に設 

置すべきではないか。 

⇒議員 利用者の視点に立つことは重要である。点字ブロックの上に草が生い茂ってい
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るところもある。今後も利用者の視点に立った改善、整備を進めるよう担当部局

に伝える。 

 

 


